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九州・沖縄・山口地区における産業界の人材ニーズ調査報告に関連した作成資料
る。大学時代の学習環境や正課や課外活動への取り組み、ゼミ生活などが、個
人の能力の開発に与える影響を調査し、企業・団体が学生に求める必要不可欠
な要素を抽出することに目的があった。ここで得られた結論は、以下のように
なる。
「専門科目（授業）」「教養科目（授業）」「部活動・サークル」「ボランティア」
「資格・検定」「アルバイト」「研究室のゼミ」「卒業研究」「インターンシップ」
へ大学入学後に取り組みを肯定する学生グループは、肯定しない学生グループ
に比べ学期末評価との相関性が全般的に高いことがわかった。逆にこれらに対
する取り組みを肯定しない学生グループは、全般的に学期末評価との相関性が
低いこともわかった。
「資格・検定」については、取り組みを肯定するグループも肯定しないグルー
プも、ともに第１正準変量においては低い値でかつ差異が最も小さかった。「専
門科目（授業）」「教養科目（授業）」「資格・検定」に対する取り組みを肯定し
ないグループは、学期末評価との相関性が第１正準変量において最も低かった。
高校での学習で苦手科目と意識したものは、英語・国語・社会が中心で理数
系はほぼみられなかった。これは入試科目に理数系が指定されておらず、入試
で活用されていないことが関係する可能性がある。高校での学習で得意科目と
意識したものは、様々な学生グループともに英語・国語・社会が中心になって
いた。「専門科目（授業）」「教養科目（授業）」に対する取り組みを肯定するグ
ループでは、高校で学習した科目に苦手意識がある場合ない場合どちらとも、
学期末評価の相関性は第１正準変量では差異が見当たらなかった。つまり、そ
れぞれが高い相関性を示していたことになる。「部活動・サークル」「ボランティ
ア」「資格・検定」「アルバイト」「研究室のゼミ」「卒業研究」「インターンシッ
プ」についても肯定しないグループに比べれば高い相関性を示していることが
わかった。
これらのことから、高校で学習する科目が苦手意識や得意意識にかかわら
ず、大学の学習へ取り組む意欲があれば、学期末評価への相関性つまり結びつ
きが高くなると思われる。逆に、大学の学習へ取り組む意欲が低い場合、学期
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末評価への相関性は低くなることもわかった。ただし、意欲というファクター
は本資料で取り上げた一条件にすぎないため、今後継続してマルチデータの回
収や検証を続ける必要がある。なぜなら、個人レベルの情報と学校や企業・団
体レベルの情報を、簡単につなげることには無理があるからである。ただし、
本資料に関連する調査研究で教室単位の情報や教員単位の情報を取り込んだ実
践研究の報告が別途揃っている。参照先として、本学法学部山本啓一教授「大
学生の学ぶ意欲を引き出すジェネリックスキルの育成と評価」（動き始めたジェ
ネリックスキルの育成と評価、株式会社リアセック）の事例報告がある。これ
には、実践報告と理論に裏付けられた提案が込められているので、必要な方は
株式会社リアセックHPを参照されたい。なお、本稿を作成するにあたり山本
啓一教授より多くのアドバイスを頂いたことに対し、ここに改めて感謝の意を
表したい。
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